






















































































































































































































































































































































































































































( 2 ）和文タイトルは筆者の仮訳。原書は Macionis and Plummer, 2008, Sociology: A
Global Introduction。1997 年の初版以来すでに 4版を重ねている。
( 3 ）glocal ないし globalization の語源等については、S. Tulloch (comp.)The Oxford
Dictionary of New Words, p. 134 を参照。なお、主要な英語文献での初出は、
glocalizeが Fortune誌の 1989 年 8月 28 日号、glocalizationが Advertising Age誌の
1990年 1月 8 日号であるという。
( 4 ）Robertsonらは、世界にただ一つの（単数の）西洋流の modernityしか存在しない
のではなく、地域や地方ごとに異なった複数の modernitiesが存在するものと考え
ている。
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